


Lecturers' Profile

Program
『住まいの処方箋をお
出しします』をキャッ
チフレーズにリフォー
ムのプランニング・店舗レイアウト、整理・ 収
納など、何でもお任せ！「大改造ビフォーアフタ
ー」などでおなじみの住まいの総合アドバイザ
ー。10 代の頃から手作りに興味を持ち、部屋
の模様替えや整理収納を考える事が大好き。 徹
底した主婦の視点から考えたプランニングや生
活全般のアドバイスが好評でＴＶ、新聞、雑誌、
各種講演、セミナー、カルチャーセンター講師
などに活躍中。

朝日放送のアナウン
サーを経て、フリー
として独立。
ＡＢＣ・ＭＢＳ・ＮＨＫ・ＹＴＶ・ＯＢＣなどのラジオやテ
レビ番組でパーソナリティを務める。また、新た
な分野への挑戦として、世界で最も権威のある
「米 国カラー・ミー・ア・シーズン社」の日本
でわずか３０数名という認定カラーアナリスト資
格を取得し、化粧品の色での商品開発やマンシ
ョン・店舗・老人ホー ムなどの外装・内装の
色ぎめを手がけ、広い分野で色彩家として活躍
中。その存在は、各界から新しいジャンルのア
ドバイザーとして高い評価を得ている。

24 歳の時大阪で輸入木材業を創業、以来中小
企業経営に40年間従事。その間、小売、卸売、
製造、貿易、海外での資源開発、企画イベント、
ソフト開発業など体験。最近の 20 年間は経営
コンサルティング業務に注力。「戦略立案と実践
支援で目標達成」が支援スタイル。家を買って
から後悔する人が多いので 2003 年にNPOい
い家塾を創立し代表理事。「住宅基本法」の早
期制定や「100 年住宅で個人経済を豊かにす
る運動」など、後悔しない家造りで住環境の向
上に全力投球。人と住まいの関わりを描いた映
画「木霊」制作。著書「後悔しない！いい家造
りの教科書」（主婦の友社）「家笑う」など

●高価な買い物である「家」なのに安易に購入し、「こん
な筈ではなかった」と後悔する人が多い。
●「いい家とはこんな家」「こんな家に住みたい」と自分
から言えるように、家造りの勉強会を開催
●耐震偽装、シックハウス、欠陥住宅や短命住宅などが
大きな社会問題になっている。
●「良品と悪品」を峻別できる賢明な消費者を輩出する
ことで生活者保護になる。これが私達の願いです。

●多彩な講師陣で構成。最適な知識と最新の情報です
ぐに役立つ、消費者向けの勉強会。
●メインテーマ「健康を重視した家造り」「環境に配慮し
た家造り」「丈夫で長持ちする家造り」で構成

●受講生から「目からウロコでした」など多くの喜びの
声をもらう（現在14期 修了生約500名）　
●家造りで重要なポイント「構造を何にするか」「工法を
何にするか」「素材は何を使うか」「断熱をどうするか」
「誰に頼むか」自信を持ってこの５つを自分で決められ
るようになる
●専門分野の選抜されたサポーターが塾生の家造りに
ついての悩み、相談を親身に応える。

平成24年2月から11月までの10講座
　・毎講 第 4日曜日　11:30～17:00まで
会場：大阪市立住まい情報センター

主旨＆目的

内容＆
講座の狙い

期待効果

開催日時

詳細はいい家塾　事務局までお問い合わせください。

前出　英子　
（有）E’sプラン　
代表取締役

桶村　久美子　
カラーアナリスト・
フリーアナウンサー

釜中　明
NPO：後悔しない
家造りネットワーク
＜いい家塾＞　塾長　
株式会社アイス
代表取締役

「こんなはずじゃなかった！」後悔しないための家造り講座【神戸編】プログラム

いい家塾　15期生　塾生募集！　

13:00～ 日本真珠会館　会場案内　11月  5日 光安義光＆アトリエMYST 代表　一級建築士　光安義博
   　11月13日 アトリエ２馬力　吉田公彦
13:30～ 基調講演 「いい家塾の使命 ～家造り5つの決め手～ 」　いい家塾　塾長　釜中明 
14:00～ 特別講座 ・11月5日 「断熱の重要性」 アトリエ２馬力 代表　一級建築士 吉田公彦　
  ・11月13日 「省エネの家造り」 胡桃設計 代表　一級建築士 木津田秀雄
14:30～ 記念講演 ・11月5日 「収納とリフォーム」 　前出英子
  ・11月13日 「住まいと色彩」　桶村久美子
15:30 終了 オプションツアー「神戸居留地 まち歩き」（自由参加） 15:45～17:00

光安義博 木津田秀雄吉田公彦

切り取り線

FAX : 06-6773-3420
※ハガキで申し込まれる方は、この用紙をハガキに貼ってご利用ください。

申 込 用 紙

氏　名

〒

ふ り が な

住　所

電話番号 （　　　　　）

希望日

・希望する　・希望しない
※どちらかに○をつけてください。

・5日　・13日　・両日
※希望日に○をつけてください。

個別相談
希望

同伴者
氏名

才
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